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の発擬、される遡能・性がさらに蟄いことなどか1うあえご，絶
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を箆1、．ノこた礫岩鈴よびこれを1謬結するアル灘一ズ砂；岩か

1叱タノ康つている（図場ま3）、、
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ができたが，平肇｝の各　顯から採舞文した試料はかなlf）鉱

物質で1二駄の叢ア法では斑い結慈が轡られなかった。結ノ、、う

それらはH欝一娘鴇c．HN（）ボ駁（）猛！（疾）の方法／、こより

化石を検出しf、茸・た。そフ）鵜疑は第4表に；承1。た乏、．舞りで

ある、

　深沢の亜炭からぞ墨存の奥い化着が多鍮爵剣懲れたの

に対し，平岩の、築　璃のものは保存状態が悪く鑑定1。に

く隔・窓のも、華磐たカミ，儀i麟特敦に二鰭いてオ、なり薄ってい

ノ1、爆しかし，花粉群として．臨較した場餅，深、沢と平磨と

にメくきな，婁轡轄購慧められ，ない。す激貴激）ゑか・今・瞬縫盤定紅ノ得・た

2i糧鋳）荘瀞｝弓抱、子化石鼻は大部1分が還父方に共通し．てお雛ラ・

とくにΩし総鷺薦，　滋轍類，Ah／Us，｝）紬沁（〕撮響／などの花粉

類》⇔瓢Un（臨，P晦囲1鵬総，墨靱》融鵬蝋t幾s》il）断

感職x）1旗　　・など4）胞』峯曝、褻が豪巽闘｛牟数涛こダ寸し．共通し．て1、恥・

薩譲餐を糞している鄭こ講ぴ｝）花粉羊から葺蕉積／；羅境を論ず

老）には葱分とはいえないが，｝》1懸臓縛，鴛枷恢繍蕪Fか

g慰舶融など軽虹鉱冷墾滅物を寵体とし，そのいに擁ゆns，

1）蹴｛）C鱒繊な、瑚ゴ数種の潟、暖醐灘嬢一念＼む繍雛51婁地右に

本ぐけ雀）嬉蟹、禽雛植罎雪群㌧ヒ　騰気／卍〆て駕・　，、）

轟，結　　論

　二餐塗嵐∫或に、1、・て爺要なウラン㍑含ジ霧層となつてい篭ノ1’傭す

ノ馨鼓鉢』1二岐勝婆1筏翼／轡ξよ，　i溺立ダ）葺藩1良・漣嚢ノ誓羅遥1診馨「群の各．地／馨

によって五駁く・被季慶さ、れ、るた、め．馳、幽の茎聡1舞総霧1力叢きわダブて

少ない“このため今後の探1握方法と／．．，？て試纏検層が黛も

麟ぎ如プ　／　ま沁

　輩醤蕪までに・発舜、さン㍑た瀦ウラン響き常”地、点ξよすべて・1誉麟

　漆慧蔓を華吉．、舘、地蛸鰯鎖製繁＿、藁オ唱も，　こ才｛，は裁澹臨難灘》」・さな

谷聞にあたる部分に集中ざれている農もも妻　んこのこと

÷汰．聡繹乏｝銀爵張燐ξ／こ達　≠るウラン《諌病ξの難窺大疑菖磐彗妾な1馨播桑1、こ

あると、胃、オ1、る。

　　榔か隻　ご、の、勤うな獺治、た『ざ資撫匪・繊．域をみ、ると，1競孫三まで

、異常」癒、轍として知）れているi濾爺新化方の誘峯露護群，可

．り菱、、甦癒ぐ．糠1ケ㌢携，鰐講が輩i糞率1乃耀i薫嘉，i．難，　とくに斐縫∫迂欝右許嬬ミ

薯響藁》祁ゴ鷲箔　　糞鶴め』て叉戸　 縫今ゴ罰な，ど恕ゾギれ，も1蒙蕪鷺簿韻、1，三

の小さな谷か入江にあた蘇）部分樹∠、置し，本地域と一致

してい揖）．これらの鍔ざは基盤地形の欝．1みを理．めて地層

が堆積した部分に1多くのウランが1農集しているごとを罫

している。しノ1、二がって，轟後この地域媒おける探査．諮研

究の傷菱』で藁盤地形について漕、懸する必要があ畔う。

　　　　　　　　　　　　　　　　（1聡＞瓢38窟三7月瀞擁蒸議）
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